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Con ten t s

２P ❖島根県の組合員と長野県の生産者をつなぐ
～オンライン交流会を開催しました～

４P ❖連携する力、つなぐ力、つながる力
６P ❖わが家の防災・安心づくり
７P ❖

❖

「戦後80年」を「戦前」にしないために…
～2025年度「折り鶴昇華再生活動」報告～

みんなの声がくらしをつなぐ
「おかあさんの味え～だし」

８P ❖みんなあつまれ
10P ❖災害支援基金の募金にご協力をお願いします
12P ❖みんなのくらぶ

おしゃべりくらぶ「めがねようせい」（松江市）

表紙イラスト：ぷーさん（松江市）



　１月22日、長野県でりんごの生産を行っている生協しまねの産直提携先の一つである「サン・
くらふとの会」をもっと知りたいという想いから、組合員理事・エリア委員・実行委員を対象に、
４名の生産者の方々とオンラインでの交流会を開催しました。
　オンラインながら、事前に産地から送っていただいたりんごを試食しながらの交流会では、組合
員からの質問や逆に生産者さんから組合員さんへの質問もあり、深く交流できた会になりました。

　サン・くらふとの会では約50品種のり
んごを栽培しています。生協しまねでは
そのうち約10種類を取り扱っています。
　たくさんのりんごを作ってきているの
で、40年でも品種が変わってきていま
す。実は「ふじ」の中でも何千種類も
あって、その時期に合ったふじに改良さ
れていっているのです。お届け時に２つ
入っていても１つ１つが違う品種の可能
性もあります。ふじの中でも、赤くなり
やすいものや蜜が入りやすいもの、形な
ど様々です。長野の気候に合ったものを
選抜して栽培しています。長野県で生ま
れた品種（シナノスイートやシナノゴー
ルド、秋映）は比較的長野県で作りやす
いですが、ふじやつがるなど長野よりも
北の青森などで開発される品種は作るの
が大変です。

　８名の生産者で始まったサン・くらふとの会は今年で42年
目を迎えます。現在は６名の生産者でりんごを作っています。
サン＝太陽（大自然の恵み）くらふと＝技能や工芸（作り手の
こだわり）がこの名の由来です。今回交流した４名の生産者は
それぞれ生産している場所や標高、品種も違いますが、おいし
いもの・優れたものを集めて組合員のみなさんにお届けをして
います。
　サン・くらふとの会ではりんご
がしっかり完熟してから収穫・出
荷しています。雨が少ない環境で
育つので、味がぎゅっと凝縮され、
おいしいりんごになります。「旬
のものを、旬の時期に」と、“り
んご本来のおいしさをいちばん良
い時期に味わっていただきたい”
という想いから、お届けは８月終
わり頃～１月までの一定の期間の
みとなっています。

島根県の組合員と島根県の組合員と
長野県の生産者をつなぐ長野県の生産者をつなぐ
～オンライン交流会を開催しました～

旬のものを、旬の時期に届けたい りんごの品種について

左から、サン・くらふとの会の生産者の宮下直也さん、小川奈津美さん、福澤元朗さん、永野憲一さんです
今回のオンライン交流会に参加いただきました

オンライン交流会を通して届いた生産者の想い

生産者の小川奈津美さん
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A りんごを完全無農薬で栽培することは難しいのが
現状です。しかし、国で定められている人体に影

響のない範囲からさらに減らした量の農薬で栽培してい
ます。また、出荷する何日前から農薬は使わないという
規定を守り、残留農薬検査もしっか
り行っています。いろいろな機関と
協力し安心安全なりんごをお届けし
ていますので、皮ごと召し上がって
いただけます。

A ストーブの薪、
切り株を椅子

に、りんごの木は木
目がきれいなのでお
椀や箸などにも生ま
れ変わります。また、
燃やして灰をつくり
それを畑にまくと土
壌が良くなります。

A サン・くらふとの会ができた頃と現在では気象が
全く違います。40年前は寒い長野の中で恵まれた

環境の中で栽培できていましたが、現在は、日焼け対策
や霜対策をしないとそのころのりんごの品質にはたどり
着けないというこ
とがあります。し
かし、りんごの木
もだんだん暑さに
慣れてきていて、
ある程度温暖化に
耐性がついてきて
いるのではないか
と感じられること
もあります。

A 木自体は100年以上のものも存在します。おいし
いりんごが成る木で言うと、中年（20年～30年）

くらいです。ちょうど私たちくらいかな（笑）。生産者
の間では、「木が落
ち着いてくる」と言
います。若い木だと、
実より木を大きくす
る方に栄養を使いま
す が、20年 ～30年
になると木が落ち着
いてきて、実に栄養
が行き渡り立派な
りんごをつけます。
50年～60年になる
と植え替えの時期に
なります。

りんごの木の寿命は
どのくらいでしょうか？QQ

倒された木や植え替えた木は
どうするのでしょうか？QQ

加工（ジャムやジュース）に
向いているりんごは何ですか？QQ

おいしいりんごの見分け方は？QQ

皮ごと食べてもいいのでしょうか？QQ

届いてからどれくらいの期間で
食べきったら良いですか？QQ

異常気象の影響はありますか？QQ

A 酸味の強い、「紅玉」や「秋映」などが適しています。

A ・硬くてズシッと重みがあるもの
・りんごのおしりの部分を見て

透き通っていて黄色っぽい→甘い
青や緑色っぽい→酸味がつよい

A 一番おいしい時期にお届けしているので、なるべ
く早く食べきることをおすすめします。

　りんごは乾燥に弱い果物なので、新聞紙にくるみ冷蔵
庫へ。また、りんごも呼吸をしています。密閉すること
で呼吸がゆっくりになり、熟成スピードが落ちて長持ち
します。

質問コーナー

●�昨年の秋に開催された交流会で生産者さんにお会いしてから、サン・くらふとの会のファンになり、何度も注文しています。
　�私たちのもとにりんごが届けられるまでの間、生産者の方は自然や物価高騰など様々 な苦労を乗り越えておられ、本当に感
謝の気持ちでいっぱいです。やはり、生産者の方の顔が見えると安心や親しみも増し、より商品を身近に感じることができます。

●�オンラインでの交流会でしたが、みなさんがこだわって作っておられることがよく伝わりました。サン・くらふとの会のりんごを初
めて試食しましたが、とても甘みがありおいしかったです。

交流会に参加して…

交流会ではたくさんの質問が交わされました

燃焼法による凍霜害対策のようす

りんごの木でできたお椀

次のりんごシーズンまで楽しみに待っていてくださいね！
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松江市

浜田市

出雲市

益田市

大田市 安来市

江津市

雲南市

奥出雲町飯南町川本町 美郷町

邑南町

津和野町

吉賀町

海士町

西ノ島町

知夫村

隠岐の島町

１．子育て支援に関すること
２．高齢者支援に関すること
３．地場産品の消費拡大に関すること
４．買い物困難者支援に関すること
５．その他、地域課題の解決に関すること

連携する力、つなぐ力、つながる力
　生協しまねは2025年度の方針の中で、『社会資源の1つとしての生協の役割を一層果たしていきます。そのために地域の
見守りをはじめ、子育てや高齢者支援など、行政との包括的な連携について具体的に協議し、県内の全市町村との「包括
連携協定」の締結を目指します。』ということを掲げています。
　人と人との関係性が希薄化する中、生協しまねは地域社会において「連携する力、つなぐ力、つながる力」を磨き、誰も
が安心してくらし続けることができる持続可能な地域社会をめざし、県内各市町と連携協定を結び、各自治体と連携し地域
課題の解決に取り組んでいます。

　
令
和
７
年
８
月
に
締
結
し
た
安
来
市
と
の
包
括
連
携
協
定

を
き
っ
か
け
に
、
地
場
産
品
を
よ
り
多
く
の
方
に
届
け
る
取

り
組
み
を
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
安
来
市
の
「
赤
江

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ァ
ー
ム
」
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
生
協

し
ま
ね
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
タ
ロ
グ
の
「
だ
い
す
き
」
の
紙
面
を

通
じ
て
、
有
機
野
菜
の
供
給
を
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

つながりを強化し、地域活性化に
　協定を締結し、その取り組みの一環として、安来産品の
PRと消費拡大を目的に、カタログ「だいすき」で企画・販
売を行いました。また、高齢者宅へ、共同購入・夕食宅
配のお届け時、郵便物が何日も溜まっている場合や商品
利用の急激な変化等がある場合、またはその疑いがある
場合など、安来市の地域包括支援センターに情報を連携、
包括支援センターの担当職員が訪問するという「見守り活
動」をスタートしました。
　現在は「買い物困難者支援の具体策」について安来市
の担当職員の方と協議を進めている
所です。こうした取り組みを通じて、
行政・地域団体とさらにつながりを強
化し、地域活性化につなげていきた
いと考えています。
東部エリアマネジャー　坂本　栄次

安
来
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結赤江オーガニックファームの

野菜を掲載した時の
カタログ「だいすき」の紙面

１．災害対策及び災害発生時の連携・協力に関すること
２．子育て支援に関すること
３．高齢者支援に関すること
４．買い物弱者支援に関すること
５．地産地消の推進と地場産品の利用拡大に関すること
６．協働の取り組みにかかる双方の媒体を通じた
　　情報発信に関すること
７．その他、大田市の地方創生の実現や持続可能な
　　地域社会の構築に資する取り組みに関すること

１．災害対策に関すること
２．高齢者等支援に関すること
３．子育て支援に関すること
４．その他、地域社会の活性化・
　　住民サービスの向上に
　　関すること

１．災害対策に関すること
２．高齢者等支援に関すること
３．子育て支援に関すること
４．その他、地域社会の活性化・
　　住民サービスの向上に関すること

高齢者の見守り連携協定 ４市と包括連携協定を締結
１町と見守り協定を締結

お互いの強みを活かし
　近年、少子高齢化や人口減少、生活環境の変化により、地域コミュニティの維持をはじめ、住民生活
のさまざまな場面に影響が及んでおり、それに伴って行政課題も多様化してきています。そうした中で、「包
括連携協定」のお話をいただきました。行政だけでは対応が難しい地域課題について、共に取り組んで
いけることを心強く感じております。
　生協しまね様のネットワークなども活用させていただきながら、子育て支援、高齢者支援、安来産品の
消費拡大、買い物困難者支援などに、お互いの強みを活かして連携し、地域の皆さまが安心して暮らせ
るまちづくりを進めてまいりたいと考えています。

安来市役所 政策推進部
政策企画課 政策係

係長　吉原　秀和さん
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令
和
７
年
３
月
に
大
田
市
と「
包
括
連
携
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。「
地
産
地
消
の
推
進
と
地
場

産
品
の
利
用
拡
大
に
関
す
る
こ
と
」
の
具
体
化
と

し
て
、改
め
て
地
元
の
産
品
に
目
を
向
け
、地
域
、

行
政
と
連
携
（
共
有
）
し
な
が
ら
商
品
の
Ｐ
Ｒ
、

ま
た
利
用
の
拡
大
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　
10
月
・
12
月
に
は
大
田
市
の
仁
摩
、
久
手
地
域

に
あ
る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
場
産
野
菜
販
売
会
を

開
催
し
ま
し
た
。「
チ
ラ
シ
を
見
て
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。」「
定
期
的
に
や
っ
て
く
れ
る
？
」

「
今
度
は
い
つ
？
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
地
域
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
商
品
の
受
け
取
り
だ
け

に
留
ま
ら
ず
、
み
ん
な
が
立
ち
寄
る
場
、
足
が
止

ま
る
場
創
り
と
し
て
の
第
一
歩
と
な
る
企
画
に
な

り
ま
し
た
。

大
田
市
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

　
令
和
6
年
2
月
に
益
田
市
と
「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。

　
「
子
育
て
支
援
」「
高
齢
者
の
見
守
り
支
援
」「
災
害
支
援
」
の
3
つ
の
支

援
を
主
に
掲
げ
て
お
り
、「
災
害
支
援
」
に
つ
い
て
、
益
田
市
の
危
機
管
理
課

よ
り
防
災
訓
練
参
加
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
２
０
２
５
年
10
月
に
初
め
て
参

加
し
ま
し
た
（
開
催

場
所
：
益
田
市
美
都

町 

東
仙
道
小
学
校
）。

地
域
住
民
、
小
学
生
、

関
係
者
な
ど
３
２
０

名
を
超
え
る
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。
当

日
は
、
生
協
車
両
に

て
支
援
物
資
搬
入
を

行
い
ま
し
た
。

「生協さん、ありがとう」 と
言っていただける存在を目指して

　地域には、人口や世帯数の減少をはじめ、様々な課題があ
ります。交通機関の減便や免許返納によって移動手段が限ら
れ、通院や買い物が困難になる方も少なくありません。高齢
者のみの世帯や独居高齢者が増える一方で、子どもの減少に
よる保育園の廃園や学校の統廃合が進み、地域のにぎわいが
失われつつあります。そのような中でも、「住み慣れた地域（場
所）で、これからも暮らし続けたい」という多くの方の願いが
あります。その思いに応えるためには、「自助」「互助」「共助」
「公助」それぞれの取り組みを連携させ、互いに補い合うこ
とが大切だと考えています。様々なコミュニティとのつながりを
大切にしながら、地域の皆さんと話し合い、無理のない形で、
できることを少しずつ、そして継続して取り組んでいきたいと思
います。地域の方々から「生協の組合
員でよかった」「生協さん、ありがとう」
と言っていただける存在を目指し、これ
からも一歩ずつ活動を進めていきます。
西部エリアマネジャー　槇　貴宏

生協の活動を通じて地域に寄り添い支え合う

　地域の困りごと、抱えている様々な課題をいかに改善緩和し
ていくかを考える一方、先ず地域の良さを生協の活動を通じて
しっかりPRできることはないだろうか、という発想で地元野菜
の販売会を計画しました。背景に大田市との包括連携協定項目
「地産地消の推進と地場産品の利用拡大に関すること」がきっ
かけとなり、まい・しまね流通ラボや地元JAの協力のもと、地
域ステーション２ヶ所で開催することができました。通常の生協
商品利用とは少し違い、目でみてその場で買える、地元にスポッ
トをあてた取り組みということで、組合員からも好評でした。
　地域課題は、行政だけでは改善できない、生協だけでは実
現できないことがたくさんありますが、状況の把握から発案、
実行までには時間と人が必要です。人
口減少や閉店など地域情勢を受け入れ
ながらも小さな元気を見出す、包括連携
協定締結を通じてそんな関係を保ちたい
と思います。
中部エリア次長　弘中　崇一

益
田
市
と「
地
域
活
性
化
包
括
連
携
協
定
」を
締
結

仁摩地域ステーションで当番をしてくださっている中村さん、
いつもご夫婦で当番をしてくださっています。

　仁摩地域ステーションで野菜販売をした際には、たくさんの組合員さんが喜ん
でくれました。次週、受け取りに来られた際にも「先週の水菜、おいしかったよ～。
また注文しといたよ」と言ってくださる方もいらっしゃいました。この地域ステー
ションを利用されている方は近辺にお住まいの方
が多いので、ここに商品を受け取りに来た際にばっ
たり。「ひさしぶり～、元気だった？」と商品を受
け取られた後も駐車場でお話しされている場面を
よく見かけます。今後、少しおしゃべりしてから
帰ることのできる「ステーションカフェ」のよう
な企画もたまにできると良いなと思います。

仁摩地域ステーションで利用中の
組合員さんにもお聞きしました。

　仁摩地区にあったスーパーが閉店してから買い物に
不便しているので、ステーションで商品を受け取ったつ
いでに、自分の目で見て野菜を買えるのはうれしかった
です。今後は、非常食
の販売や、ステーショ
ンのスペースを活かし
て、魚のさばき方やお
料理などの実演をやっ
てもらえると楽しそう
だなと思います♪

こんな地域ステーションっていいな 組合員さんに野菜販売のことや、地域ステーションで今後やってみてほしいことをお聞きしました。
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株式会社トキワ

おかあさんの味え～だし

　2026年1月、新年早々島根県を大きな地震が襲い、組合員さんの中にも被災された方が多くいらっ
しゃいました。改めてお見舞い申し上げます。そんな中、2025年12月に生協しまね公式インスタグ
ラムアカウントにて「わが家の防災・安心づくり」キャンペーンを行いました。「防災についてやって
いることや工夫、役に立ったもの、エピソード」を募集したところ、225件ものたくさんのコメント
を寄せていただきましたので、みなさんからの防災の知恵をご紹介します。
　いつ起こるか分からない災害時に少しでも安心して過ごせるよう、日ごろから少しずつ備えていき
ましょう。

防災リュック（Nさん）�
　�防災リュックを準備しています！子どものオム

ツのサイズが変わったタイミングで入れ替え
て、中身もチェックしています。子どもがいる
ので充電ができなくても遊べるおもちゃがある
と良いと聞いてトランプや人形を入れてます。

石油ストーブと水（とまとさん）�
　�東日本大震災を経験したので、石油ストーブと

水を常備しています！また、震災後にはガソリ
ンスタンドが長蛇の列になるのでガス欠は厳禁
です！

ヘッドライト（Mさん）�
　�停電時や暗い所などで懐中電灯もいいけど、

ヘッドライトを持っていると、両手が空き、色々
な作業がしやすくていい👍

ドライシャンプー（Kさん）�
　�非常持ち出し袋にドライシャンプーを入れて正

解でした。断水が続いた時のエピソードで、髪
を洗えなくてつらかったけど、これで清潔を保
てて感激！小さな工夫が大きな違いです。

防災ボトルで一次避難（えがおさん）�
　�我が家は、家族分の防災ボトルで一

次避難に備えてます。二次避難で避
難所生活用にカセットガスやエア
マット、ポータブル電源（ソーラー
パネル付き）、電気毛布、おでん缶詰、
ようかんなどを備えてます。食べた
ら出るので、簡易トイレセットも備
えてます。

ご近所付き合い（Aさん）�
　�なんといってもご近所付き合

い！「おばばは元気だ〜？これ
がいに作ったけんたべてみーだ
わ〜」と、こまかに気軽に顔を
見られる関係性って、いざとい
う時本当に大切です！

グループLINE（Nさん）�
　�団 地 の み な さ ん と グ ル ー プ

LINEを作り、いざというとき
に情報共有できるようにしてい
ます！

連絡方法を家族全員で共有（Mさん）

　�我が家では避難場所や連絡方法を家族全員で共
有しています。災害時はスマホが使えないこと
も想定し、紙に連絡先を書いて防災バッグに入
れています。事前に話し合っておくだけで、も
しもの時の不安がかなり減りました！

転倒防止は最優先（Tさん）�
　�子どもがいるので、家具の転倒

防止は最優先。テレビや棚はす
べて固定し、寝室には割れ物を
置かないようにしています。夜
中に地震が来ても安全に動ける
よう、足元灯を設置しているのが安心感につな
がっています。

家具の耐震ジェルマット（Tさん）

　�わが家は家具の耐震ジェルマッ
トを敷いています。揺れが激し
かったときに物が落ちず、ケガ
ゼロで済んで本当に良かった！
これで家族を守れている気がし
ます。

わが家の防災・安心づくり

わが家の防災アイテム 日ごろからの安心ネットワーク

やって良かった耐震対策

生協しまねのインスタグラム生協しまねのインスタグラム
おすすめ商品・簡単レシピ・離乳食レシピ・
イベント情報発信中です。
ぜひチェックしてみてください♪

こちらからもご覧いただけます→

62026.32026.3



他の調味料がいらず、これ1本の使い
やすさがとても気に入っています。
手間いらず簡単で、だしをとる時間もか
からず、材料の中に入れて煮物を作る
だけでとてもおいしく仕上がります。『え
～だし』の名前も最高です。

（益田支所　N・Rさん）

え～だしで料理の味付け
をすると義母が喜んでくれ
ます。だしの加減がいい
ようです。肉じゃがやあら
めの煮物、切り干し大根
の煮物に使います。

（雲南支所　Nさん）

え～だしを使うと煮物が
おいしくできます。家族が
「ん？おいしい！」と喜んで
食べてくれます。少し高い
けど、お値段以上です。

（松江北支所
　　　YYYさん）

え～だしの特徴は、
POINT①　こんぶ×かつお×ほたて
え～だしのおいしさの秘密は、３種類の魚介の旨味。
かつお、こんぶ、ほたての旨味の相乗効果で奥行き
のあるだしの旨味が味わえます。
POINT②　「水で薄めるだけ」
だしを煮出す手間がない液体だから、汁物、炊き込
みご飯、つゆなど希釈割合をかえるだけでいろいろ
な料理に応用できます。
POINT③　白だしとめんつゆのイイとこどり
白だしの風味とめんつゆの甘みとコクを合わせた、ま
さにイイとこどりなんです。上品なだしの風味（白だ
し）としっかりとした甘みとコク（めんつゆ）を両立
しています。

おかあさんの味え～だし
360ml
予定
価格580円（税込８％

626円）
【次回企画予定：だいすき4月2回】

株式会社トキワ

おかあさんの味え～だし

　「戦後80年」を「戦前」にしないために…と日々 思っ
ていますが、力になれず、協力できずにいました。この
たび、この活動をされているとお聞きし、“どうか平和
になりますように”とお手伝いをさせていただきました。
　昨年、原爆ドーム他の見学研修に参加し、その
際、折り鶴を奉納させていただきました。その千
羽鶴がどなたかの手を通して再生されていくことを
願っています。
� （飯南町・谷公民館「陽サロン」）

　平和への願いに少しでも関わることができて、
良かったです。世界のあちこちで戦争が行われ
ていることに怒りと悲しみを覚えます。80年前の
出来事に思いを馳せながら、今の世界の戦争を
起こしている状態の恐ろしさや日本での先の戦争
状態の悲惨さなどが話題になりました。くらぶ
の皆さんとワイワイ言いながら、楽しく作業がで
きました。
� （隠岐の島町「ぷりてぃくらぶ」）

　「折り鶴昇華再生活動」に申し込みさせても
らって、そして多くの皆さんに参加してもらえて良
かったです。この活動があることを初めて知った
という参加者さんも多かったです。
　今回、社会福祉協議会のEさんから「参加し
ても良い？」と言ってきてもらったり、出雲から元
生協職員のＳさんも来てくれることになったり、と
ても賑やかな会となりました。
� （「おたがいさま まつえやすぎ」）

　広島市の平和記念公園内にある『原爆の子の像（佐々木禎子さんの像）』に向け、世界中から平和への想いを込め
て届けられた折り鶴を分別し、リサイクルする活動を『折り鶴昇華再生活動』と呼んでいます。
　「被爆・戦後80年」を迎えた今年度、平和の取り組みとして生協しまねで継続しておこなわれているこの取り組みには、
くらぶや職場、班や個人などさまざまな単位で、28箇所282人の皆さんが折り鶴昇華再生活動に参加されました。
　今回は皆さんからお預かりした活動の様子を撮影した写真と振り返りをご紹介します。

「戦後80年」を「戦前」にしないために…「戦後80年」を「戦前」にしないために…
～2025年度「折り鶴昇華再生活動」報告～～2025年度「折り鶴昇華再生活動」報告～

みんなの声がくらしをつなぐ
「べんりで酢」、「なんでもごたれ」でお馴染みのトキワさんの「え～だし」。
そんな「え～だし」ですが、じわ～りじわりと、その良さが組合員さんの声から広がっています。

●作り方
①�鍋に水とえ～だしを入れ

て火にかけ、ひと煮した
ら水溶き片栗粉を加えて
ひと煮する。

②�①を泡だて器で混ぜなが
ら、溶き卵を少しずつ流
し入れ、ひと煮する。

③�お椀に注ぎ、青ネギを添
えて完成！

●材料（４人分）
卵����������� 2個
　（溶き卵にしておく）
水溶き片栗粉
　片栗粉������ 大さじ１
　水�������� 大さじ１
　（片栗粉と水を混ぜておく）
え～だし������� 50ml
水��������� 650ml
青ネギ（小口切り）� ��適量
●POINT

『泡だて器で混ぜながら』このひと手間でふわっふわっ、とろっ
とろに。え～だしだけの味付けでお店で味わうようなだしの
旨みがいきた、上品で深みのある味わいに。

㈱トキワ社員の沖田さんおすすめの一品！
究極のかきたま汁（鶏卵汁）

ココが
イイ
組合員の声
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絶
え
ず
ス
ト
ッ
ク
　

益
田
市　
Ｔ
・
Ｋ
さ
ん

　
『
大
隅
産
う
な
ぎ
の
蒲
焼
』。
大
阪
で
高
校

教
員
を
し
て
い
る
孫
が
部
活
の
コ
ー
チ
を
し

て
い
る
の
で
す
が
、
疲
れ
た
と
き
に
お
弁
当

に
う
な
ぎ
の
蒲
焼
を
入
れ
た
の
を
作
っ
て
行

き
、
お
昼
に
食
べ
る
と
元
気
が
出
て
頑
張
れ

る
そ
う
で
す
。
生
協
の
う
な
ぎ
が
お
い
し
く

て
好
物
な
の
で
、
ば
ば
で
あ
る
私
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で「
送
っ
て
ほ
し
い
」

と
連
絡
が
入
る
の
で
、

冷
凍
便
で
送
っ
て
あ
げ

て
い
ま
す
。
と
っ
て
も

喜
ん
で
い
る
の
で
絶
え

ず
ス
ト
ッ
ク
し
て
お
り

ま
す
。

募
金
を
ポ
イ
ン
ト
で
　

出
雲
市　
Ｔ
・
Ｏ
さ
ん

　
今
回
初
め
て
ポ
イ
ン
ト
で
募
金
を
し
ま
し

た
。生
協
が
始
ま
っ
て
以
来
の
組
合
員
で
す
。

募
金
と
あ
る
と
、
そ
の
都
度
昔
は
現
金
で
。

今
は
口
座
か
ら
必
ず
寸
志
を
…
。

地
震
の
対
応
　松江

市　
Ｍ
・
Ｕ
さ
ん

　
新
し
い
年
を
迎
え
1
月
6
日
に
震
度
5
強

の
地
震
が
あ
り
ま
し
た
。怖
か
っ
た
で
す
ね
。

私
は
ち
ょ
う
ど
高
齢
者
の
方
を
訪
問
し
て
い

る
と
き
で
、
努
め
て
あ
わ
て
な
い
こ
と
、
急

ぎ
す
ぎ
な
い
こ
と
、
確
認
し
な
が
ら
対
応
し

た
つ
も
り
で
し
た
が
、
実
際
に
ど
の
く
ら
い

で
き
て
い
た
の
か
、
私
は
冷
静
な
判
断
が
で

き
て
い
た
の
か
、
改
め
て
考
え
ま
し
た
。
難

し
い
で
す
ね
。

選
択
　

出
雲
市　
Ｈ
・
Ｏ
さ
ん

　

２
０
０
８
年
暮
れ
の
こ
と
。
長
男
28
歳
・

二
男
25
歳
・
長
女
22
歳
が
一
度
に
就
職
で
き

る
こ
と
と
な
り
、
翌
年
4
月
か
ら
の
仕
送
り

が
い
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。
3
歳
ず
つ
離
れ

て
い
る
の
で
順
に
手
が
離
れ
る
と
思
っ
て
い

た
の
に
、
な
ん
だ
か
ん
だ
で
3
人
同
時
に
仕

送
り
す
る
こ
と
5
年
近
く
。
夫
婦
共
働
き
だ

か
ら
こ
そ
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
年
12

月
に
私
は
右
大
腿
骨
軟
部
腫
瘍
で
手
術
を
し

入
院
中
に
子
ど
も
た
ち
3
人
の
巣
立
ち
報
告

※�次回企画予定は変更になる場合がございます

を
聞
き
ま
し
た
。
60
歳
定
年
ま
で
7
年
、
子

ど
も
た
ち
の
仕
送
り
が
な
く
な
る
ん
だ
か

ら
早
期
退
職
し
よ
う
と
本
気
で
考
え
ま
し

た
。
で
も
、
こ
れ
か
ら
は
子
ど
も
の
た
め
で

は
な
く
自
分
の
た
め
に
働
こ
う
と
思
い
直
し

て
、
60
歳
定
年
ま
で
勤
め
あ
げ
ま
し
た
。
今

で
は
そ
の
選
択
は
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。
退
職
金
や
貯
金
が
あ
り
、
誰
に

も
頼
ら
ず
に
旅
行
が
で
き
ま
す
。
人
生
の
節

目
節
目
で
選
択
し
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
を
し
っ
か
り
と
心
に
持
っ
て
進

ん
で
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今
で
も
こ
の

２
０
０
８
年
暮
れ
の
こ
と
は
し
っ
か
り
と
心

に
残
っ
て
い
ま
す
。

す
っ
き
り
ー
！
　

松
江
市　
Ｍ
・
Ｓ
さ
ん

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
、
毎
回
「
ず
い
ぶ
ん
簡
単

じ
ゃ
ー
ん
」
と
思
い
な
が
ら
解
き
始
め
る
ん

で
す
が
、
最
後
の
最
後
で
う
ま
く
合
わ
な

く
て
う
ー
ん
ウ
ー
ン
と
考
え
頭
を
使
っ
て
、

チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
に
相
談
し
て
も
ト
ン
チ
ン

カ
ン
な
返
答
が
返
っ
て
き
た
り
（
２
重
に

な
っ
て
る
マ
ス
は
2
文
字
入
れ
て
も
い
い
ん

だ
よ
！
と
か
笑
）。
で
も
最
後
に
解
け
た
と

き
に
は
「
あ
ー
！
！
！
な
る
ほ
ー
ー
ど
ー
ー

す
っ
き
り
ー
！
」
と
な
っ
て
気
持
ち
い
い
で

す
。
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

1
月
号
の
教
え
て
ほ
し
い

二
人
暮
ら
し
の
工
夫

松
江
市　
H
・
K
さ
ん

　
日
常
、二
人
暮
ら
し
に
な
り
ま
し
た
。

食
事
他
生
活
で
何
か
工
夫
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
聞
き
た
い
で
す
。

お
答
え
し
ま
す

外
食
・
お
し
ゃ
べ
り
・
家
庭
菜
園

益
田
市　
Ｋ
・
Ｏ
さ
ん

　
週
に
1
～
2
回
、
車
で
行
け
る
距
離

で
喫
茶
店
へ
ラ
ン
チ
に
行
き
、
マ
ス

タ
ー
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
し
て
い
ま

す
。
お
気
に
入
り
の
喫
茶
店
も
で
き
ま

し
た
。
そ
れ
か
ら
家
庭
菜
園
を
し
て
、

自
分
で
作
っ
た
野
菜
を
食
べ
て
い
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
無
農
薬
で
す
。
二
人
で

作
っ
た
野
菜
は
、
硬
く
て
も
お
い
し
い

気
が
し
て
感
謝
し
て
食
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
毎
日
見
る
こ
と
で
癒
し
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

Ｈ
・
Ｋ
さ
ん
へ松

江
市　
Ｔ
・
Ｎ
さ
ん

　

夫
に
病
気
が
見
つ
か
り
、
仕
事
を
辞

め
た
こ
と
で
思
い
が
け
な
い
形
で
夫
婦

二
人
の
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
し
た
。
今

は
二
人
で
穏
や
か
に
暮
ら
せ
る
こ
と
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
一
人
の
時
間
も
う
ま

く
見
つ
け
て
大
切
に
し
な
が
ら
お
互
い

に
二
人
の
暮
ら
し
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

【次回企画予定：シエル３月３回】
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今
も
私
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
�
��
　

大
田
市　
N
・
H
さ
ん

　
半
世
紀
も
前
に
な
り
ま
す
が
、
進
学
で
松
江

で
下
宿
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
寝
た
き
り

の
祖
母
が
い
た
た
め
、母
は
引
っ
越
し
の
あ
と
、

大
田
へ
と
戻
り
ま
し
た
。
高
校
の
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
が
同
じ
下
宿
に
お
り
、
そ
の
夜
は
ク
ラ
ス
メ

イ
ト
と
そ
の
子
の
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
夕
飯
を

食
べ
ま
し
た
。
お
ふ
た
り
の
優
し
さ
と
、
母

と
別
れ
た
淋
し
さ
で
涙
が
と
ま
ら
ず
、
み
ん
な

し
ー
ん
と
し
て
食
べ
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
、
卵
焼
き
と
豆
腐
の
み
そ

汁
は
今
も
私
の
ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
で
す
。
そ
し
て

お
ふ
た
り
と
も
今
も
仲
よ
く
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
私
は
古
希
も
近
い
け
れ
ど
相
変
わ
ら
ず

マ
ザ
コ
ン
で
す
。
…
巣
立
っ
て
な
い
か
?

寮
で
の
生
活
�
������������










　

邑
智
郡　
キ
ャ
ン
さ
ん

　
自
分
が
中
学
入
学
時
、
遠
距
離
の
た
め
寮
に

入
り
、
自
分
の
こ
と
は
自
分
で
す
る
と
い
う
生

活
に
な
り
ま
し
た
。
家
族
と
離
れ
、
さ
み
し
さ

と
何
も
わ
か
ら
な
い
生
活
。
優
し
い
先
輩
に
い

ろ
い
ろ
教
え
て
い
た
だ
き
、
楽
し
い
生
活
を
お

く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
鮮
明
に
覚
え
て
い

る
の
は
、
ス
カ
ー
ト
の
寝
押
し
（
布
団
の
下
に

敷
き
ヒ
ダ
を
つ
け
る
）と
洗
剤
の
箱
の
大
き
さ
。

懐
か
し
～
い
！

身
を
も
っ
て
体
験
�
��������






　

出
雲
市　
A
・
K
さ
ん

　
大
学
を
出
て
実
家
を
巣
立
ち
、
初
め
て
の
一

人
暮
ら
し
。
あ
た
り
前
で
す
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー

が
な
く
な
る
こ
と
、
お
米
を
買
っ
て
自
分
で
炊

か
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
。
洗
た
く
洗
剤
が
な

く
な
る
こ
と
。
身
を
も
っ
て
体
験
し
て
、
親
へ

の
感
謝
が
湧
き
ま
し
た
。
次
は
私
が
巣
立
た
れ

る
番
。
手
も
口
も
、
出
す
の
を
ぐ
っ
と
こ
ら
え

て
送
り
出
せ
る
よ
う
、
子
離
れ
も
練
習
し
て
お

か
な
い
と
と
考
え
ま
し
た
。

カ
タ
ロ
グ
を
見
て
�
��������






　

出
雲
市　
み
た
ら
し
だ
ん
ご
さ
ん

　
子
ど
も
た
ち
が
家
を
出
て
、
夫
婦
2
人
と
柴

犬
と
の
暮
ら
し
に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
関
わ
る
い
ろ
ん
な
予
定
の
時
間
に
縛
ら
れ
る

こ
と
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
生
協
の
カ
タ
ロ
グ

を
じ
っ
く
り
見
て
い
る
と
、
小
さ
い
頃
に
好
き

だ
っ
た
商
品
が
変
わ
ら
ず
掲
載
さ
れ
て
い
て
思

い
出
が
蘇
り
、こ
れ
喜
ん
で
食
べ
て
い
た
な
ぁ
、

送
っ
て
や
ろ
う
か
な
、
な
ん
て
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
帰
省
し
た
と
き
に

は
、生
協
の
カ
タ
ロ
グ
を
一
緒
に
見
な
が
ら「
コ

レ
好
き
な
や
つ
、食
べ
た
い
！
」と
盛
り
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
柴
犬
は
嫉
妬
す
る
の
か
、
カ
タ
ロ

グ
を
前
脚
で
ホ
リ
ホ
リ
し
て
破
っ
て
逃
げ
て
ま

す
（
笑
）。

ど
ん
ど
ん
小
さ
く
�
��������






　

浜
田
市　
し
ん
し
ん
さ
ん 

　
息
子
の
大
学
入
学
で
、
引
越
し
手
伝
い
を
し

て
す
べ
て
納
め
て
の
帰
り
際
、
私
の
車
に
手
を

振
る
息
子
を
バ
ッ
ク
ミ
ラ
ー
で
見
な
が
ら
、
ど

ん
ど
ん
小
さ
く
な
っ
て
い
く
姿
に
涙
が
あ
ふ
れ

て
き
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

人
波
に
�
����������������














　

雲
南
市　
T
・
K
さ
ん

　
末
っ
子
が
進
学
の
た
め
名
古
屋
で
一
人
暮
ら

し
を
始
め
た
日
、
駅
ま
で
送
り
に
行
っ
た
あ
の

日
、
ホ
ー
ム
で
別
れ
ま
し
た
。
都
会
の
ご
っ
た

返
す
人
波
に
す
ぐ
の
ま
れ
て
し
ま
い
姿
が
見

え
な
く
な
り
、
無
性
に
寂
し
く
な
っ
た
こ
と
、

二
十
数
年
経
っ
て
も
ま
る
で
昨
日
の
こ
と
の
よ

う
で
す
。

涙
が
と
ま
ら
ず
の
日

�々
����


　

大
田
市　
Ｓ
・
N
さ
ん

　
息
子
が
大
学
入
学
の
た
め
に
残
し
た
物
を
見

る
た
び
、
涙
が
と
ま
ら
ず
の
日
々
で
し
た
。
母

の
日
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
を
送
っ
て
く
れ
た
と

き
は
号
泣
で
し
た
。
大
切
に
育
て
3
年
ぐ
ら
い

咲
き
続
け
て
く
れ
ま
し
た
。
息
子
も
2
人
の
父

親
と
な
り
、
私
と
同
じ
思
い
を
す
る
年
に
な
り

ま
し
た
。

親
の
気
持
ち
�
������������










　

仁
多
郡　
ど
ろ
ど
ろ
ん
じ
ょ
さ
ん 

　
自
分
が
巣
立
っ
た
時
は
前
し
か
見
て
ま
せ
ん

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
巣
立
つ
と
き
は
、
そ

の
背
中
だ
け
を
見
て
ま
し
た
。
親
の
気
持
ち
は

親
に
な
ら
な
い
と
わ
か
ら
な
い
も
の
と
知
り
ま

し
た
。

メ
ー
ル
�
����������������














　

出
雲
市　
い
く
の
つ
ま
さ
ん 

　
長
男
が
高
知
の
大
学
へ
入
学
し
、
引
っ
越
し

当
日
、
私
た
ち
夫
婦
が
帰
り
の
電
車
に
乗
り
こ

ん
だ
と
き
、長
男
か
ら
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

「
今
日
の
夕
食
」の
題
と
共
に
目
玉
焼
き
と
ベ
ー

コ
ン
と
少
し
の
焼
き
野
菜
が
写
っ
て
い
ま
し

た
。「
こ
れ
か
ら
こ
の
子
は
ど
ん
な
食
事
を
し

て
い
く
の
だ
ろ
う
」
と
涙
な
が
ら
に
メ
ー
ル
を

見
て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
自
炊
に
生
協
を
利

用
し
、
無
事
卒
業
し
ま
し
た
。

も
う
家
に
は
�
������������










　

益
田
市　
N
・
H
さ
ん

　
子
ど
も
が
進
学
で
家
を
出
て
か
ら
も
、
ご
飯

を
つ
い
よ
そ
っ
た
り
、
そ
の
子
の
名
を
呼
ん
で

振
り
向
い
た
り
。
も
う
家
に
い
な
い
ん
だ
と

ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
で
す
ね
。

生
活
の
す
べ
て
�
����������








　

出
雲
市　
K
・
Y
さ
ん

　
子
育
て
は
生
活
の
す
べ
て
で
し
た
。
徐
々
に

手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
も
、
い
つ
も
子
ど
も

の
こ
と
を
考
え
る
日
常
が
続
い
て
ま
し
た
が
、

そ
れ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
虚
無
感
や
孤
独

感
で
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
億
劫
に
な
り
か
け

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仕
事
が
忙
し
か
っ

た
の
で
な
ん
と
か
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
で
も
、
子
ど
も
が
帰
省
し
て
帰
る
と
き

に
は
、
寂
し
く
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
く
頑
張
っ
た
ね
�
��������






　

江
津
市　
さ
わ
さ
わ
さ
ん

　
子
ど
も
た
ち
が
中
学
校
を
卒
業
し
た
日
。
よ

く
頑
張
っ
た
ね
と
子
ど
も
た
ち
と
私
自
身
に
贈

り
た
い
で
す
。
2
人
の
子
ど
も
は
、
中
学
生
に

な
っ
て
次
々
学
校
へ
行
け
な
く
な
り
ま
し
た
。

原
因
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
が
追
及
は
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
思
う
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。
し
か
し
辛
か
っ
た
で
す
。
今
の
よ

う
に
不
登
校
に
対
し
て
理
解
さ
れ
て
な
か
っ
た

の
で
。
仕
事
も
あ
っ
た
の
で
昼
食
だ
け
作
っ
て

出
勤
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
卒
業
式
に
は

出
席
で
き
ま
し
た
し
、
高
校
受
験
し
、
そ
れ
ぞ

れ
高
校
を
皆
勤
で
卒
業
で
き
ま
し
た
。「
中
学

校
行
っ
て
な
く
て
も
高
校
行
け
る
ん
だ
ね
」
と

何
気
な
い
言
葉
に
傷
つ
い
た
り
、
高
校
3
年
間

通
学
し
て
表
彰
し
て
も
ら
っ
た
の
に
名
前
を
間

違
え
ら
れ
た
り
し
た
の
は
残
念
で
し
た
が
、
本

当
に
頑
張
っ
た
歳
月
で
し
た
。
3
月
に
な
る
と

思
い
出
し
て
胸
が
ギ
ュ
ッ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。幸

せ
の
バ
ト
ン
�
����������








　

益
田
市　
コ
ー
ル
ラ
ビ
さ
ん 

　
娘
が
高
校
入
学
の
直
前
、
娘
の
父
親
（
私
の

夫
）
が
病
で
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
娘
が
高
校
を

卒
業
し
、
東
京
の
大
学
へ
入
学
す
る
際
、
私
に

手
紙
を
残
し
て
巣
立
っ
た
。
そ
れ
は
父
親
が
亡

く
な
っ
た
と
き
の
悲
し
み
と
心
細
さ
、
そ
の
中

で
大
学
へ
行
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
の
喜
び
と
お

礼
。
私
に
と
っ
て
こ
の
手
紙
は
何
よ
り
の
宝
物

と
な
っ
て
い
る
。
大
学
の
4
年
間
は
、
朝
晩
こ

の
手
紙
を
前
に
娘
の
幸
せ
を
祈
っ
た
。
そ
の
娘

も
今
で
は
2
児
の
母
親
に
な
っ
て
い
る
。さ
て
、

娘
は
こ
の
子
ら
か
ら
ど
ん
な
幸
せ
の
バ
ト
ン
を

引
き
継
ぐ
の
だ
ろ
う
。 

巣立ち今月の
テーマ
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の中の文字を並べかえて言葉をつ
くってください。
当選者の発表は、図書カードの
発送をもってかえさせてい
ただきます。

正解者の中から

抽選で20名20名の方に
図書カード500円分を

プレゼント

お楽しみクロスワード

1 2 3 4 5

6

7 8 9

10 11

12 13 14

15 16

17 18

ハ イ ハ チ ノ ス
ナ マ エ キ ン キ
マ コ ナ ユ キ
ル ビ ー ウ シ

ー カ ギ ア ナ
イ ダ テ ン キ モ
ミ マ ン ヤ チ ン

締
め
切
り
▼
３
月
31
日
（
火
）

2
月
号
の
答
▼
ユ
キ
ダ
ル
マ

答
え
は
11
ペ
ー
ジ
の
投
稿
用
紙
に

記
入
し
て
く
だ
さ
い☆１月号のお楽しみクロスワードは、

　応募者617名、616名正解でした。

た
て
の
カ
ギ

①	

パ
ン
ジ
ー
、ビ
オ
ラ
は
○
○
○
の
仲
間
。

②	

縫
い
目
が
な
い
と
い
う
意
味
。
英
語
で

す
。

④	

自
宅
に
置
く
と
心
配
な
も
の
な
ど
を
銀

行
の
こ
れ
に
預
け
ま
す
。

⑤	

サ
ッ
カ
ー
は
イ
レ
ブ
ン
。
野
球
は
？

⑧	

地
面
の
下
に
巣
を
作
る
、小
さ
い
昆
虫
。

⑨	

月
の
世
界
か
ら
来
た
お
姫
さ
ま
。
竹
の

中
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

⑪	

外
か
ら
の
刺
激
に
体
や
心
が
反
応
し
て

現
れ
る
症
状
。
人
間
関
係
が
原
因
？

⑫	

ラ
ン
チ
の
主
食
、
選
べ
ま
す
。
パ
ン
ま

た
は
○
○
○
。

⑭	

歴
史
上
の
事
実
。

よ
こ
の
カ
ギ

①	

日
本
食
の
代
表
。

③	

手
で
持
っ
て
演
奏
す
る
楽
器
。
陶
器
や

プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
ど
で
で
き
て
い
る
。

⑥	

肉
。
英
語
で
。

⑦	

眠
り
が
浅
い
時
間
帯
は
○
○
睡
眠
。

⑧	

ス
チ
ー
ル
も
ア
ル
ミ
も
リ
サ
イ
ク
ル
。

⑩	

吉
田
沙
保
里
は
何
の
選
手
？

⑫	
印
象
的
な
○
○
○
シ
ー
ン
が
い
つ
ま
で

も
心
に
残
る
。

⑬	

何
年
も
着
て
い
な
い
服
は
タ
ン
ス
の
○

○
○
。

⑮	

ゆ
う
○
○
、
○
○
魂
、
○
○
感
…
。

⑯	

エ
ル
ボ
ー
。
日
本
語
で
。

⑰	

永
世
中
立
国
。

⑱	

大
ヒ
ッ
ト
「
○
○
○
の
刃
」
の
原
作
は

吾
峠
呼
世
晴
の
漫
画
。

災害支援基金の募金にご協力をお願いします
　近年、豪雨や地震による河川の氾濫、家屋の損
壊など自然災害が続発しています。生協しまねは
2013年に「災害支援基金」制度を設け、年間を通
じて組合員から寄せられる募金を積み立て、万一災
害が起きた際でも迅速に被災地や被災者支援に役立
てます。
　昨年度も、2024年12月から2025年２月にかけ
て、東北地域を中心に記録的な大雪が発生し、(有)
津軽産直組合の園地では２～３ｍの積雪となりまし
た。りんご樹木の枝折れや倉庫・事務所の破損等、
約１億6,000万円の被害に対し、お見舞金として
300,000円を贈呈させていただきました。
　2026年１月時点では2,032,531円の募金が集ま
りました。ありがとうございました。

募金額：一口100円単位　 注文番号：1521
例えば…500円募金する場合
注文書裏面下段の「４ケタ・６ケタ商品注文欄」に右詰で【1521】と記入し、
注文数の欄に「５」と記入します。
※�翌週の納品請求書に「非）災害支援基金一口100円」と表示・請求し、商品代金とあわせて

口座振替します。

『番号注文』をご選択ください。【1521】を入力し、注文数をご入力ください。

災害支援金へは、年間を通じて
OCR注文用紙・eふれんずでいつでも募金できます。

募金方法①「注文書」の場合

募金方法②「インターネット注文（eふれんず（コープアプリ））」の場合

注文番号は
メモして保管
ください

㈲津軽産直組合、雪害の状況

102026.32026.3



12月の回収量リサイクル通信

1,569㎏
（回収率 32.1％）

108,957㎏
（回収率 66.4％）

808㎏
（回収率 61.0％）

1,532㎏
（回収率 62.0％）

共同購入袋カタログ 卵パック牛乳パック

卵のパックは向
きをそろえてく
ださい。
とってもコンパ
クトにまとまり
ます。

カタログは袋か
ら出して、ひも
で縛らずにご提
出ください。

牛乳パックは水
で 洗 い、 開 い
た状 態でご 提
出ください。

集品袋に貼って
いるシールはは
がしておいてく
ださい。

2026年１月の理事会報告

●最近ハマっていることをお寄せくだ
さい。

●�こーぷ・しまね３月号の感想をお寄
せください。

●�イラストを募集します！�
季節のものを描かれる場合は５月のイメージでお
願いします！

投稿募集

※班名、氏名、ペンネーム、クロスワードの答えもお忘れな
くご記入ください。

※誌面のスペースの都合上、全ての投稿を掲載できかねますこと
をご了承ください。
※この投稿は、こーぷ・しまねやカタログ等の広報物への掲載、組合員
活動、運営に活用させていただきます。ご了承の上、投稿ください。

●Eメール：kouhou@coop-shimane.jp
●投稿募集フォームから
　https://www.coop-shimane.jp/form/

toukoubosyuu/
●郵 送：
	 〒690-0017 松江市西津田一丁目10-40
	 生協しまね「こーぷ・しまね」
	 みんなあつまれ係

●FAX：0852-27-5742
携帯電話はこちらから

き り と り せ んき り と り せ ん

クロスワードの答え□□□□□

班名　　　　　　　　　　　　　　氏名
 組合員コード 　            　　　　　　

□□□□□□□□
□回答必要　　□実名掲載可
□ペンネーム（　　　　　　　　　　　　　）
※ご指定のない場合は、イニシャルで掲載いたします。

投稿用紙

投稿用紙を切り取って配送担当者にお渡しください。

2026.
3

12月の発電状況

発電量	 11,622kwh（昨年対比96.0%）

売電料	 465,621円	
商品センター（出雲市長浜町）の屋根及び、駐車場の太陽光発電の実績です。

生協しまねソーラー発電所

○供給実績　11億3,692万円	 （計画比　96.1％、前年比　102.5％）
事業総剰余金　3億1,521万円	 （計画比　95.9％、前年比　103.6％）

人件費　計画比　 97.7％　前年比　101.8％
物件費　計画比　 93.4％　前年比　 98.8％

経常剰余金　1億566万円
○一人当たり平均利用金額　6,493円
利用者人数（一回当平均）41,990人	（計画比　96.8％、前年比　106.0％）

○仲間づくり　加入　199人	 （計画比　104.7％、前年比　101.0％）

2025年12月度決算報告

CO・OP共済 12月支払共済金実績
《たすけあい》《あいぷらす》《終身医療》《終身生命》《学生総合共済》計
○給付件数…510件　○給付金額…2,997万6,000円

（事故入院…13件、病気入院…228件、事故手術…6件　病気手術…124件、 
ケガ通院…110件）

12月　商品定期検査報告
○農産品の残留農薬検査結果報告

商品名 検査項目数
土付きごぼう(赤石さん） 200
本田さんのフルーツ洋人参 200

すべての項目について基準値を超える残留農薬の検出はありませんでした。

○しまね開発商品の微生物検査結果報告
12月の実施はありませんでした。

１月26日㈪に行われた第９回定例理事会で話し合われた主な議案

報告・確認事項
①	事業運営部、組織運営部、管理部より定例報告
②	2026年度定例人事異動報告(一次)
③	事業所統合計画の進捗状況報告
以上の議案について報告・確認が行われました。

協議・交流事項
①	2026年度全体方針（二次案）について
②	2026年度事業運営方針について
③	「第42回通常総代会議案書」作成に向けて
以上の議案について協議・交流が行われました。
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みなさんもくらぶ活動、サークル活動をはじめませんか？

お申し込みは… 問合せセンター　0120-336-021 まで
（月～金曜日／８：30～20：00　土曜日／９：00～17：00）
①希望する活動　②組合員名　③組合員コード　をお伝えください。こちらからもお申込みいただけます。⇒

組合員活動についてくわしい内容を知りたい方は 生協しまね 組合員活動

活動名 おしゃべりくらぶ 子育てくらぶ サークル

対 象 組合員３名以上で結成できま
す。

妊娠中から末子が就学前までのお子さん
を持つ組合員３名以上で結成できます。

組合員を含む３名以上で結成できます。
組合員でない方も登録できます。

活動内容

月に１回（何回でも）集まって、
何でもおしゃべりします。
生協から毎月“お楽しみ商品

（試食品）”をお届けします。

月に１回（何回でも）集まって、
子育ての情報交換などおしゃべりしま
す。生協から毎月“お楽しみ商品（試食
品）”をお届けします。

自分たちの興味・関心ごとについて、
自分たちのペースで集まります。

活 動
補 助 費

○�年間上限6,000円（年度末
実費支給）

　�年度途中での結成の場合は
残りの月数×500円

○�年間上限6,000円（年度末実費支給）
　�年度途中での結成の場合は残りの月数

×500円
○子育て応援費　上限5,000円
　託児費・会場費のみに使えます。

○年間上限3,000円（年度末実費支給）
※生協の施設を無料で使用できます。
※�補助費の申請は、半数以上が組合員で構成さ

れていることが必要です。
※�補助費の対象は9月までの登録サークルとな

ります。

みんなのくらぶ ～あたらしい
　組合員活動のカタチ～

今回はおしゃべりく
らぶ

「めがねようせい」
(松江市)

の活動を紹介します
。

　みなさんの出会いは、生協の組合員活動の１つである
「エリア委員会」です。エリア委員会では５人で活動し
ていましたが、任期が終わり解散になり、みんなで集ま
る機会がなくなってしまったのはもったいないという思
いから、再び集まる場所を作ろうと「くらぶ」を結成し
ました。月に１度松江南支所に集まり、おしゃべりして
います。健康の話、話題の「ばけばけ」の話など話が尽
きません。エリア委員会時代は４時間の委員会が終わっ
た後も立ち話したりするほどおしゃべりが大好きなメン
バーが集まっています。

　メンバー全員がめがねをかけていることから、
「めがねようせい」という名前が生まれました。
以前エリア委員会での活動ニュース作りの際に、

「めがねようせい」という表現を断念したことが
あったそうです。このことを心残りに思ったみな
さんは、くらぶ名としてこのすてきな名前をつけ
ました。

　「おしゃべりくらぶを通じて、エリア委員をやめ
ても、みんなで集まる機会があり、つながりが切れ
ることなく続いていくことが嬉しいです。ご近所で
は話せないようなことも気軽に話せて、元気をもら
えるひとときです」と笑顔で話してくれました。さ
らに、物知りなメンバーが多く、おしゃべりの中で
新しいことを学べるのも魅力だそうです。くらぶを
通じて、楽しい時間をともに過ごし充実した時間を
持つことができているみなさんです。

おしゃべりが大好き

「めがねようせい」 楽しい時間をともに

ホットケーキミックスで
簡単焼きドーナツを
作りました。

以前は鈴カステラを
使ったかわいいお菓子を

作ったことも
あったそうです。
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